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受
章
は
、
医
療
・
福
祉
の
研
究
教
育

分
野
で
の
功
績
。
江
草
さ
ん
は
、
総
合

医
療
福
祉
施
設
・
旭
川
荘
（
岡
山
市
）

に
、
昭
和　

年
の
創
設
時
か
ら
参
画
。

３３

知
的
、
重
症
心
身
障
害
児
の
療
育
に
打

ち
込
ま
れ
、
昭
和　

年
か
ら
第
２
代
理

６０

事
長
に
就
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
３
年
、
川
崎
医
療
福
祉
大
学
の

開
学
と
同
時
に
学
長
に
就
任
。
以
来
、

　

年
間
学
長
を
務
め
ら
れ
、
医
療
と
福

１２祉
を
統
合
す
る
研
究
に
力
を
注
ぐ
と
と

も
に
、
人
材
育
成
に
も
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

　

近
年
は
、
中
国
・
上
海
で
の
介
護
教

員
の
養
成
な
ど
、
海
外
で
も
人
材
育
成

に
力
を
注
が
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
の
保
健
福
祉
事
業
に
も
積

極
的
に
協
力
い
た
だ
き
、
た
か
は
し
授

産
セ
ン
タ
ー
や
、
か
わ
か
み
療
護
園
を

は
じ
め
と
す
る
福
祉
施
設
の
整
備
や
人

材
育
成
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
、
旧
川
上
町
の
名
誉
町
民

１０

に
推
た
い
さ
れ
、
現
在
は
本
市
の
名
誉

市
民
で
す
。

医
療
福
祉
の
人
材
育
成
に
貢
献

〈瑞宝重光章〉

高梁市名誉市民
前・川崎医療福祉大学長

江草安彦さん�
岡山市原

　

「
受
章
は
身
に
余
る
光
栄
で
す
。
医
療

関
係
者
を
は
じ
め
地
域
の
皆
さ
ま
に
支

え
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
す
」
と
感

謝
さ
れ
る
尾
島
さ
ん
。

　

昭
和　

年
か
ら
市
内
で
唯
一
の
眼
科

２８

専
門
医
と
し
て
、
管
内
で
行
わ
れ
る
す

べ
て
の
眼
科
検
診
事
業
に
携
わ
ら
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
昭
和　

年
か
ら
は
高
梁
医
師

４３

会
の
要
職
を
歴
任
。
昭
和　

年
か
ら
４

６３

年
間
は
会
長
を
務
め
ら
れ
、
そ
の
期
間
、

県
下
医
師
会
の
中
で
い
ち
早
く
管
内
の

医
師
会
加
入
医
療
機
関
に
フ
ァ
ッ
ク
ス

を
配
備
す
る
な
ど
、
迅
速
な
情
報
配
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
地
域
医
療

の
充
実
強
化
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昭
和　

年
か
ら　

年
間
に
わ
た

４３

３５

っ
て
学
校
医
を
務
め
る
な
ど
児
童
・
生
徒

の
健
康
管
理
に
も
力
を
注
が
れ
ま
し
た
。

　

「
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
さ
ま
の
お

役
に
た
て
る
よ
う
努
力
し
、
愛
さ
れ
る

家
庭
医
と
し
て
、
地
域
医
療
の
向
上
に

貢
献
し
て
い
き
た
い
」
と
話
さ
れ
て
い

ま
す
。

地
域
医
療
の
充
実
に
貢
献

〈旭日双光章〉

尾島英之さん�
柿木町

　

「
長
年
や
っ
て
き
た
こ
と
が
認
め
ら

れ
て
光
栄
で
す
。
ま
わ
り
の
皆
さ
ん
や

家
族
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
」
と

喜
ぶ
杉
本
さ
ん
。

　

昭
和　

年
か
ら
半
世
紀
に
わ
た
っ
て

２８

夏
は
農
業
、
冬
は
酒
造
り
に
従
事
。
酒

造
り
は
先
代
杜
氏
で
、
同
じ
く
黄
綬
褒

章
を
受
け
た
伯
父
の
勧
め
だ
っ
た
と
い

い
ま
す
。

　

米
洗
い
か
ら
手
ほ
ど
き
を
受
け
、
技

術
を
習
得
、
昭
和　

年
に
は
倉
敷
市
玉

４２

島
に
あ
っ
た
酒
造
会
社
の
杜
氏
に
抜

擢
。　

年
に
同
市
本
町
の
森
田
酒
造
に

４５

迎
え
ら
れ
、
以
来
同
酒
造
の
杜
氏
と
し

て
酒
の
品
質
を
追
求
し
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。

　

「
自
分
の
思
い
ど
お
り
の
も
の
が
で

き
た
時
が
一
番
嬉
し
い
」
と
話
さ
れ
、

全
国
新
酒
鑑
評
会
で
最
優
秀
賞
の
金
賞

を
４
度
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
で
の
人
望
も
厚
く
民
生

委
員
･
児
童
委
員
を　

年
間
務
め
ら
れ

２０

て
い
ま
す
。

　

「
日
本
酒
の
需
要
が
焼
酎
や
ビ
ー
ル

に
押
さ
れ
気
味
の
こ
の
ご
ろ
で
す
が
、

日
本
酒
は
国
酒
。
国
際
的
に
も
酒
文
化

を
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
現
役
杜
氏
と

し
て
思
い
を
は
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

酒
造
り
一
筋

〈黄綬褒章〉

杉本右一さん�
成羽町上日名
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��：��　オープニングセレモニー

��：��　市内各地域の郷土芸能

��：��　風ぐるま�町交流太鼓

��：��　うかん歴史と文化クイズ

��：��　三沢あけみオンステージ

※時間は開始予定時刻です。
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日本海から太平洋までの海の幸や山の幸による物産
市場

＜駐車場のご案内＞
　会場周辺には駐車場がありません。臨時駐車場「有漢地
域センター」または「有漢農村公園」をご利用ください。
臨時駐車場から会場までは、無料バスを運行します。

■問い合わせ
　「風ぐるまフェスタ����inうかん」実行委員会
　（有漢地域局産業振興課内　������）

in
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��月��日�うかん常山公園
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入場
無料
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旧
片
山
家
住
宅
（
成
羽
町
吹
屋
）
の 
主 

お
も

 
屋 
や
宝
蔵
、
米
蔵
な
ど
�
棟
が
、
国
の
文

や化
審
議
会
で
重
要
文
化
財
に
指
定
す
る
よ

う
文
部
科
学
大
臣
に
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

　

月
末
の
官
報
で
正
式
に
告
示
さ
れ
ま

��

す
。

　

国
の
重
要
文
化
財
建
造
物
と
し
て
は
、

市
内
で
備
中
松
山
城
（
昭
和　

年
指
定
）

��

に
次
い
で
�
件
目
の
指
定
と
な
り
ま
す
。

　

片
山
家
は
、
ベ
ン
ガ
ラ
の
製
造
・
販
売

を
手
が
け
て
吹
屋
を
代
表
す
る
商
家
と
な

り
、
庄
屋
も
務
め
た
家
柄
で
す
。
江
戸
時

代
後
期
に
建
て
ら
れ
た
住
宅
は
、
店
舗
兼

住
居
の
主
屋
の
裏
に
作
業
場
や
倉
庫
が
建

ち
並
び
、
ベ
ン
ガ
ラ
商
家
の
典
型
と
し
て

高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
、所
有
者
か
ら
寄
贈
を
受
け
、

��

旧
成
羽
町
、
市
が
改
修
。
主
屋
を
昨
年
�

月
か
ら
一
般
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
主
屋
以
外
の
保
存
修
理
工
事
を

行
っ
て
お
り
、
完
了
す
れ
ば
吹
屋
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
の
中
核
を
な
す
施
設

と
し
て
活
用
さ
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育
課
文
化
係
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�
�
�
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国 
の
重
要
文
化
財
に

旧片山家住宅（成羽町吹屋���）　　　
入館料（吹屋ふるさと村  郷土館と共通）大人 ���円　小人���円

対向車感知情報板を設置
　備中県民局高梁支局が、対向車感知情報板を設置します。 

　これは、道幅が狭く、対向車とのすれ違いが非常に困難な個所に、対向車の有無を

知らせる電光表示板を設置し、安全で円滑な通行を確保するためのもので、県下では

初めての取り組みです。

　設置場所は県道宇治下原線・羽山第一トンネル（成羽町羽山）の前後で、１１月下旬

から開始されます。 

■問い合わせ　備中県民局高梁支局地域建設室( � � ２８５８)

対
向
車
接
近�

ト
ン
ネ
ル
の
反
対
側
に
車
が
通
り
か
か
る
と
、�

セ
ン
サ
ー
が
反
応
し
、
表
示
板
に「
対
向
車
接
近
」�

と
表
さ
れ
ま
す
。�

情報板詳細図�
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